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今年は果樹の生育が早い

豊明市内ナシほ場

特産野菜「レンコン」の加工品を紹介します

ＪＡあいち海部

「ハナショウブ」の出荷が本格化

愛西市早尾町

海部

令和２年10月から　愛西市は全国４位のレンコン産地です。ＪＡあいち海部は海部レンコン
組 合と連携して、消費拡大を目指し新たな加工品「レンコン入り缶詰」
を開発しました。令和２年10月から、レンコンがゴロゴロ入った「カ
レー」、「クリームシチュー」、「デミグラスシチュー」の３種類を販売
しています。
　直売所での販売の他にも、ふるさと納税の返礼品として採用されるな
ど、レンコンのＰＲ、消費拡大に向けて、農業者と関係者が一体となって
取り組んでいます。

海部

令和３年４月６日、12日　愛西市早尾地区は全国有数のハナショウブの産地です。４月６日にはＪ
Ａあいち海部花きセンターで主力品種「紫雲」の目揃会を、出荷が本格化
した４月12日には注文市場への振り分けが行われました。本年は暖冬の影
響で平年より開花が前進化し、開花のピークは４月26日となりました。例
年、端午の節句直前に注文が集中しますが、注文分の数量が不足しないよ
う調整することになりました。農業改良普及課では、今後とも気候に応じ
た栽培管理や疫病対策について情報提供し、ハナショウブの安定生産を支
援していきます。

地域 報告内容 写真等

尾張

令和３年４月７日
　豊明園芸組合果樹部のナシ栽培農家を対象に摘蕾・摘果講習会を開催し
ました。今年は２月～３月の気温が高かったため、満開時期が平年と比較
して９日程度早まり、主力品種の幸水は３月31日に満開を迎えました。農
家は病害虫防除を含めた栽培管理を前倒しで実施しています。
　ナシ以外の果樹（ブドウ、カキ、イチジク）についても、同様に生育が
早いため、巡回指導を強化していくとともに、各種講習会の日程も例年よ
り早めて実施していく予定です。

農業情報（令和３年４月号）

目揃いをする組合員

３種類の缶詰

講習会での指導の様子
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日本農業賞の愛知県表彰式で（有）あぐりサービスが表彰

NHK名古屋放送センタービ
ル

２年ぶりの総会で新組合長抱負を語る

西尾コンベンションホール

ＪＡ蒲郡市が令和３年度の小菊栽培講習会をスタート

蒲郡市

知多

令和３年３月30日
　令和３年３月30日に第49・50回日本農業賞愛知県表彰式が開催され、東
浦町の（有）あぐりサービスが第50回個別経営の部の大賞を受賞しまし
た。
　飼料用稲を栽培し耕畜連携を進めてきた、「あぐりサービス」の代表取
締役小島誉久さんは「私たちの取り組みは11の飼料用米生産者と約20の畜
産農家との関係で成り立っている。これからも、さらに取り組みを深めて
いきたい。」と話していました。

西三河

令和３年４月９日　ＪＡ西三河レインボーバラ共選組合の定期総会が１年ぶりに開催されま
した。昨年度の定期総会は新型コロナウィルスの影響により中止となって
いました。組合長を２年間務めた現組合長は、「新型コロナウィルスの影
響はまだ続くが、生産者としてやるべきことは良いバラをたくさん出荷す
ることだ。」と話しました。また、この２年間で良かったこととして、同
組合員の緑白綬有功章受章を話題に挙げていました。
　就任した新組合長は、「副組合長を２年間務めた経験を活かし、新しい
時代に対応できる組織をこれから作っていきたい」と話し、関係機関に協
力を求めました。

東三河

令和３年４月13日　ＪＡ蒲郡市は、耕作放棄地の有効活用と新たな農業の担い手育成を目的
に、令和元年度から小菊の栽培研修会を実施しています。令和３年度は受
講者13名が、講師の農業改良普及課ＯＢ伊藤定男氏の指導の下、１年間の
研修を通して小菊営利栽培の基礎を学ぶ予定です。１回目の講義では年間
スケジュールや栽培方法の説明、圃場実習では親株の摘心作業の実演が行
われました。当日はあいにくの雨でしたが、受講者は講師の話に熱心に耳
を傾け、真剣に作業に取り組んでいました。農業改良普及課はＪＡと連携
して病害虫防除や出荷調整等について技術指導を行い、取組を支援してい
きます。
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圃場実習の様子

抱負を語る新組合長

授賞式の様子
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